




























































































































に共通する工業化時代の遺産と未来の都市計画や 時産業施設 ・居住施設 ・社会サービス施設
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66 京女大 生活造形 2013年2月
や、その時期が日本の近代化の時期とも重なる。
また第二次世界大戦後の社会復興を成し遂げるた
めに、戦前の近代工業を発展させた点も日本の戦
後復興期と類似する。イブレアのオリベッテイ社
の工場は農地だ、った旧市街地の郊外地を半世紀の
時間をかけて農地から徐々に工場地帯と転換して
いった経緯がある。農村地帯の工業化は世界のあ
らゆる地域で見られる土地利用変換の姿であるの
で、都市形成は日本の近代都市の形成と類似して
おり、同時にこの経緯は世界の多くの地域計画の
前提条件として見いだすことができる。この点か
らもイブレアの近代産業都市を世界遺産とする価
値があると考えることができる。イブレアノ挑戦
は農地を工業用途に変換した地域の生活環境を整
備するパイロット事業とも理解できる。
イブレアと日本の地方都市の工業化の類似性は、
国民国家の成立後に地域産業を担ったオリベッ
ティ社が20世紀初頭に操業を始めたことにもみら
れる。富岡製糸工場は日本の産業革命期に中山間
地域に導入された近代工場の一例であり、イブレ
アの操業の時期や社会背景は日本各地の地域で工
業化が進んでゆく時期に一致する。
イブレアの事務機器工業の特質はイタリア西北
部の農業を主な産業とし経済的にも地理的にも不
利な条件下にあったにも関わらず、小都市イブレ
アを含むカナベース地域の育成を担い、事務機器
の分野で世界をリードする企業として地域プラン
ドを創出していった。企業は生産を拡大してゆく
なか、地域の生活環境の整備を進めイタリアの近
代文化の育成にも大きな役割を担っていった。特
に1950年代から1980年代にかけて、近代工業製品
をデザインの分野から製品価値を高めるデザイン
戦略を展開すると同時に、地域計画、建築デザイ
ン、労働環境の整備、企業経営(マネージメン
ト)などの分野を一体的に整備する先進的な取り
組みをコミュニテイ・ムーブメントとして位置づ
け、地域社会の自立と地域産業の発展・育成を目
指す企業活動を展開し、生産品の付加価値を高め
ていった。さらに電子工業分野においても先進的
な小型コンピューターの開発などユーザーの立場
から産業製品の開発と製造を展開していった。日
本においても、地方都市に拠点のある近代工業が
世界水準の工業製品を生産するに至ったことや、
地域社会の形成に大きく役割を担ってきた点など
も類似する。ところが1980年代以降、情報技術革
命がアメリカで急速に展開し、 1990年代半ばにオ
リベッテイ社は操業を止め約100年の世界に広
がった地域産業の歴史を閉じた。そして、小都市
イブレアを拠点として半世紀にわたり近代産業都
市の形成を続けてきた近代産業都市が遣った。日
本では工場の海外移転が進み地域の基幹産業が衰
退する状況もみられる。このように、イプレアと
日本の地方都市の状況に構造的な類似点を多く見
いだすことができるので、先進工業国の地方都市
の今後の地域政策や産業政策を文化遺産と結びつ
けてゆく議論を展開することが期待できる。
